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      鉛 亜 鉛 硫 化 混 合 鑛 の 爆 式 冶 金 法

      に 於 σ ろ 蒼 鉛 の 動 作 (二)

                      渡邊 俊雄 一 仲田  旭

  三 焙 焼 鑛 の硫 酸慮 理 ご   時に液中にあるBiを 定量 し、計算によつ

     蒼 鉛 の 關 係       て遊離硫酸の量を求めた。其結果第二表の

 焙嶢鑛中の蒼鉛はBi、○、となつて#ifす 。 如 くである。此場合遊離硫酸を定量するに

焙嶢鑛を稀硫酸にて慮理 し其内の亜鉛を抽 滴定法を探用することが出來鉛。郎酸度の

出する操作に於て、此酸化蒼鉛が如河なる 減少に件ひ加水分解が起 るか らである。又

行動をとるかを研究 しナZo先づ始めに蒼鉛 此實瞼にては2時 湖i麗搾するとZF衡歌態に

を含む亜鉛、鉛鑛の代bに 純酸化蒼鉛をと 達するものと信せ られる。

つて其試験をなしπ。           實瞼結果  第 二 表

む瓢 徽賦 霧灘 藝熱欝昨蝶 蝦麟 繍
醐 の ・・琵 をカ。へ室温(・ 。・C)に て 、欄 の量・1㈹ 、・・(瓦・」 虹 一('iC)(瓦 ・ 唖
                    5    7.80   19.20    4.5    0.4   0.004  0.005

掩 搾 すoこ の 時Bi203(黄 色)の 一部 は硫 酸
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に溶解 す るが 、大部分 は 白色の盤基 性硫 酸  】5 α74 2a20 6
.4 8.6 0.e4Sα053

蒼 鉛 となつ て不 溶駒 ま'慶 つ てゐ る・此 ・・ …2剛6 ・41・-18-7・

時の反慮や成生物の組織 は復雑 してゐ るoN

   (1) .  (2)  (3)      飾蒼鉛の大部分 は璽基性硫酸購 として沈Ab
eg9, Gmelin, Kra溢t Dalnmerな ご少 しづ         .                   澱 してゐ る

o其 反慮 は次の様 に二階梯 を経
、之に燭 れてゐ るが、叢 には水 に溶 けてゐ
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・(SO・)・とし叉之力{鑓B・
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SO4と しナこo別 に確 かな理由があるのでは         +2H

2SO、    (2)

な く・寧 ろ計鋒の便利 のナこめにか く選 んだ 此爾式 を締合す るとBi203に 樹 してH 。So、

の で あ るo                                .                    1)Ab
egg Handbuch der Anorg. Chemie III.3. S.

 我 々 の 實 験 に 於 て は 撹 揮 を 絡 へ7z後 の 沈   665.

澱 物 はBiO3とBi,(OH)4SQ,の 混 合 物 で あ  2)Dammer Handbuch der Anorg・ ehemie・'IL 1.
                      ロ  
る か ら、 之 を 過 剰 の 璽 酸 に 溶 解 してBi及S 3)Gmelin Kra嚢t・, Handbucli de, An。rg . Chemi,

を 定 量 し、 次 に 計 算 に よ つ てBi203とBi2   11L 2・S・981-983・

(・H)・・S・略 々の量 を求 めナZ・一 方鰍4)弩 欝 励ope「Textβo㎝k of瞬CL

の方 は重量 法 に よつ て全硫 酸量 を求 めtS同  4)吉 田彦六耶、足立震太鄭、最新無機化學985頁
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が働 いて盛基 性 盛 を作 つ て ゐ る○ 即B203の  溶 液 の量100c.c.其 内 に5琵 のH2SO、 を含 ん

30琵 に醤 しH2SO・6・125琵 に相 當 して ゐ る。 でゐ る。 Bi',03の 量 は1, 5,10,15,20琵 の5種

實験 の結 果 も之 と一致 して ゐ るが、假 令H2に したQ掩 搾 時 間其 他 は前實験 と同 じo

SO,の 量 が其3倍 強 ずこる20琵1こ 達 して も、此  實瞼 結 果 第 三表及 第 五 圖の通 りであ る

購 性船 物が可溶にならざることは注意  弟 孤 劇 憲

す磁1藷 撫
櫛 しナ,ものであ 「  嘩

る。              」  ,譜嚇
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畢,  灘 壽 勤 鰍 織 溺糟 漁
翼・ '灘 曝 搬… 融 翠

:穿 雛1:1輌 爾穀 畿甑_
                   の0.2琵 に相當す るo然 るに此實験 によると
  0

    憾 錨 。・轟 べ  励 硫酸がある内でも猶Biは溶液には行
                   かぬ。加水分解が起 るのであるか ら硫酸の 

賢瞼六 次に濃度一定の硫酸溶液中に種            な                   琵歎でな く
、其濃度に影響するのであるo

々の量のBi,O,を入れ其溶解獣態を槍 しナZ。
                   亜鉛の灘式冶金では浸出捌たる稀硫酸は左

      第 三 表  程測 する課には行槻 。

臨 礁 嚥 讐 簸 海 賊 酸脳 が酸㈱ 灘 及ぼ
(X)懲 し1鴇8'駅瀦 論H盤 底孫 す纏

 1 0  0.80 0.15 4,76 0.0870.IOO  鉛 、 亜 鉛 鑛 灘 式 冶 金 に 於 て 、 若 し其 内 に

 5 0  4・44 1・00 3・96 0・0440・060 多 量 の 蒼 鉛 を 含 ん で 居 る と せ ぱ 、 其 焙 嶢 鑛

 IO O'2 8'99 2'00 2'98 0'012αOlO を 稀 硫 酸 で 浸 出 す る と き に 、 其 酸 化 亜 鉛 は

 15 1'3 12'50 2'80 2'20α0120'005蒼 鉛 が 溶 液 に 入 る を 妨 く る や 否 や を知 る た
 20    3.4    14.60    3.50   1.50     -     一

                   めに次の榛な實験をした。
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 100c.c,申に17・5琵 のH2SO、 を含 む溶 液 に 電解 に於 て忌 む ところの蒼鉛 は其 電解 液 中

Bi2031琵 を加 へ、25。Cに て2時 間麗搾 し、 に は來 ら汲◎其代 りに鉛 と共 に シ ツクナー

次 にZnOを1,5,10,15,20,25,30琵 を加 へ に行 くこ ととな るo

暫時働かせたものを分析しな。   ' 四 塾基 性硫 酸蒼 鉛 の飽 和

 實瞼結果 第四表及第六圖の如 くである

      第 四 表       食魎水に於ける溶解度

鰍:鯖 羅鼎 灘(曇,長中赤灘1法饗欝 讐繋 難
 ・ ■ ・・ 。66 。.14 ・.22t・ 。然 ら1よ次1こ此 灘 を飽 禾喰 鰍 で浸 出

  五  1ao  O.70 10・16[O・20  す る ときに硫酸鉛 の如 く之 に溶 くるや否 や

・1 1i・21…4・181・14を ㈱ る腰 が あ る
.そ の ナ,め畝 の實

 ユむ      らコ      む         ロエ       コむ           

                   験 を行つfZo
  う       コむ     むコ む      サ む     むコむむ

,。 一 。、。 。.,。1一 實験八 試紐 し徽 艦 蒼鉛 を・・,・20,

 251 _  o.go  o.20  _  30,40琵Dそ の各 々 に水 を加 へ て盤基 性

301-io・golo・9・o -n硫 酸 蒼 鋤 勧 ・ 之 に21 ・'O・… の 鰹 飽 和 溶

                   液(70琵 の食璽 を含 む)を 加へ、900Cに て 工

駈下一∵羅灘 慧1讐

磁1∴1幽
。6睡 ・弊,。 ヶ 、。 。冒 。  麟   引  1

_濃 鱗_髪 褥癖 醗
ると蒼鉛は全然濾液中には行か鴎o帥 亜鉛
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     第 五 表   試料は山梨縣東山梨郡西保村倉澤産にて

響 購幽撃 其1襟讐寄 網
携  1:1 ::1 一 紘・9・… 刺 蜘 蜘睡

  14.4    8.2    6.2   之 を200目 筋以下に砕 く。

                   .上記の試料 を10琵 とし電氣櫨 にて4000C
1励 る鷹 によつて一部の蒼鉛 が食盤水 よ り鰍 澱 を上 げ85・・C(鉛 及醐 の硫

魯に とけ叉溶 けざるものが如何な る形 とな 化鑛
の酸化焙焼温度 の限度)を 絡局の温度

・て居 るかは不 明で あるが・兎に角或程度 とし
、此 間絶へす蝿搾 しつ 、2時 間焙焼 すo

)蒼鉛 は食睡水 申に溶 けて くる。 しか も其  焙焼鑛の成分(%)は 次の通 りで ある
。

1け方が可な りに不規則 である。沈澱 しtz  ?b 35(大部分PbSO、 tし存す)

のがBiOCIか 二又はBi2(OH)4SO4で ある  Bi 25.5%(大部分Bi203,一部Bi2(sO4)3ミし存す)

㌧Bi(OH)3で あるかがわか らない。    上記焙嶢鑛 を1琵 宛 とり、 これを各濃度

叉飽和食璽溶液中に とけてゐる蒼鉛は之 を異 にせ る硫酸溶液300c.c,中 に入れ、室温

室 温 に冷却 して も、鉛の時 とは大 に異 な (24。C)に て一機に掩搾 す ること2時 間にし

}てゐて、結晶が析出せwao叉 全液量の50 て、亜鉛及 ○鉛 の溶解量 を求めた。其結果

;に相當 する容積の水 を以て稀繹 して も猫 は第六表及第入圖に示 してゐ る。

澱 を生 しない。原 酸量の約4倍 の水 を以      第  六  表

す ると憂蒼鉛の50%、 約6倍 の水を以 て  灘 齊1鱗酸溶液)   溶 解 量

鐸 すれば漸 く全蒼鉛を析出せしむること 濃度(%)隠 携あ繋 詰 蒼鉛(武)1翁 琴鷲

;出來 る。飽和食璽溶液 と硫酸鉛の關係 と    1    3   0
.03   12.0

、大 に異 にしてゐ るO鉛 の場合 は水を以 て   5   10   0.20   78.8

1液量 の約50%の 水 を加 へるとPbCl2の 大   10   30   0・22  86・4

1分は沈澱 す るO鑛 石中の蒼鉛 の含有は微   20   60   0'23  91'6

二であるずこめにPbCI2に 來 る蒼鉛の量は甚  上の實験 よb出 てfZる 残 浮を洗灘 した る

僅 か にな る鐸 である。        後 、飽和食璽溶液100cc中 に入れ、1時 間

五 纏 的蹴   90.Cに保ち・鉛醐 の溶鱗 を見tz・難
                  果第七表及第八圖の如 くであるo

實瞼九 試料 とし蒼鉛鑛 を とり、前 に我  銘結果で先づ注意を惹 くのは20%の 硫酸

が鉛、亜鉛鑛 を庭理 した もの と同 し方法 に も溶 けない6%の 蒼鉛 があることである。

1硫酸化焙燵、食盤水浸出を施 こして、総 之 は圭 として珪酸 と結付 いた蒼鉛か と思わ

1的實験 を試みナZo            れ るo



      第  七  表

繋 鷹欝ll ttipf,,11ili,
 10・0  "  90・3 同 上 12・0  7e
                         ミ

20'0"91'5同 上6'O 

・・ 』1 斎 ・噸

 又此概括試験全盤を通 じて見れば、食盤
                     π)

溶液では蒼鉛の分離が甚だ不完全であるQ

併 し焙嶢鑛を硫酸の強 きもので庭理すると  簡

欝 難 難 縷1:1・ 、] ・、
酸にて麟 すると蒼鋤 溶かし除去するこ 鯉 鰍 響

とが出來 るo此 くすれば蒼鉛 は亜鉛の電解     V'

槽にも行かす、seeaと共に行動 もせす、比較 Q 夕 'o 's M&'e,,%,

的蝿 の硫酸中に雛 することが出來 る。  距 麟 轟 灘 嬬 麟 愚鞍

              (完)


